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所属： アンデン（株） 第1技術部 DE開発
業務内容： CAE開発、活用が目的。

CAE解析内容は、構造解析（動解析、非線形含む）、電場、磁場、音場、熱流、流体解析など様々。

＜私とCAE解析との関わり＞

私との関わり

Open Source
の歴史

’11‘10‘09‘08‘07‘06’05‘04項目

CAELinux ▽2007.1 ▽2008.1 ▽2009.1 ▽2010.1

▽2007.1 ▽2008.1 ▽2009.1 ▽2010.1
▽2010.2

▽1.0
▽1.0.2

▽1.1
▽1.3 ▽1.4

▽1.4.1 ▽1.5 ▽1.6
▽1.7.1

▽1.7
▽1.2

SalomeMeca

OpenFOAM

ANSYS-ED ADVENTURE CAELinux（Salome） SalomeMeca

OpenFOAM非線形の構造解析、
動解析をしたかった

教育版では、
限界を感じる

versionUp無い
CADが無い

限界を感じる

Salome
OpenFOAM
GraphiteOne(CAD)

を知る

ｼｽﾃﾑが大きい

＜解析ｿﾌﾄ＞

＜ｼｽﾃﾑ＞
Windows

Cygwin
（Linux）

Vine PCLinuxOS Vine Ubuntu（Debian系）

GraphiteOne（08年から有償の為、旧版を使用）
＜CAD＞

Linux（VMwearPlayer）

FreeCAD
【したかった解析】
構造解析
非線形
動解析

電磁場解析

国産のLinuxﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝ（RedHat系）

（ﾒｯｼｬとしてSalomeMecaを使用）

完全に趣味の世界 趣味90%、仕事10% 仕事100%

（β版）

▽β版

1. 自己紹介

内を本格的に利用

この間で確認した内容を紹介
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2. SalomeMecaの概要

PrePostのSalomeにsolver（Code_Aster）をﾏｳﾝﾄしたもの。
Code_Asterは、基本的に構造解析（線形、非線形（接触、塑性）、動解析が可能）用で、
フランスの電力公社で開発。実力は、商用ｿﾌﾄに匹敵。
現在もバージョンアップが繰り返されている。

柴田先生のサイトに日本語訳が掲載されている
http://opencae.gifu-nct.ac.jp/pukiwiki/index.php?SALOME-Meca%BE%D2%B2%F0

Salome Code_Aster
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3. SalomeMecaでできること（確認した項目）

熱解析の結果（温度分布）をファイルに出力し、この結果を読み込ん
で構造解析

13

11
10

8
7
6

4

3

2

12

9

5

1
No.

熱-構造の連成解析（4、2の連成解析）連成

連携

熱流解析（熱流束W/m2を与えたときの温度分布）

過渡解析（時刻歴応答）

周波数応答（減衰あり、なし）

ﾓｰﾀﾞﾙ解析（共振周波数、共振ﾓｰﾄﾞ）動解析

非線形の熱応力（はんだの塑性ひずみ）

接触と弾塑性解析

弾塑性解析

熱応力（線膨張係数の異なる材料で構成されたﾓﾃﾞﾙが温度変化し
たときに発生する応力）

接触解析（摩擦あり、摩擦なし）非線形

特性が異なる複合材料の構造解析（節点を共有する、しない）

単一材料の構造解析線形

解析内容区分

（SalomeMeca2007.1～2009.1で確認）
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4. 具体的実施例

ﾓﾃﾞﾙ作成

1.ﾓﾃﾞﾙ読込

2.ｸﾞﾙｰﾌﾟ化

5.解析（実行）

6.結果の読込

7.結果の表示

CADでﾓﾃﾞﾙ（stepﾌｧｲﾙ）作成
（Salomeでも作成できるが貧弱なので、CADで作成）

Salomeにインポート
（step、sat、iges、brepがｲﾝﾎﾟｰﾄ可能）

境界条件を設定したい点、線、面、体積をｸﾞﾙｰﾌﾟ化する

3.ﾒｯｼｭ作成

解析ｺｰﾄﾞ（Aster File）を作成。
線形解析用ｳｲｻﾞｰﾄﾞを使ってｺｰﾄﾞを自動生成させる。
ｳｲｻﾞｰﾄﾞでは、ｸﾞﾙｰﾌﾟ化した面に圧力を掛けることしかできない
が、でき上がったｺｰﾄﾞをAster Edit (Eficas)を使って編集し、
ｸﾞﾙｰﾌﾟ化した箇所に荷重、変位等が設定できる。

4.解析ｺｰﾄﾞ作成

でき上がった解析ｺｰﾄﾞを実行

結果ﾌｧｲﾙを読み込む

出力したい項目（応力、変位等を指定
して、結果を表示

S
al

om
eM

ec
a

CAD

4-1. 解析手順

Geometryﾓｼﾞｭｰﾙ

Meshﾓｼﾞｭｰﾙ

Asterﾓｼﾞｭｰﾙ

Postﾓｼﾞｭｰﾙ

各ﾓｼﾞｭｰﾙ毎に概略説明
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4. 具体的実施例
4-2. Geometryﾓｼﾞｭｰﾙ（ﾓﾃﾞﾙ読込→ｸﾞﾙｰﾌﾟ化）

ｲﾝﾎﾟｰﾄ直後の画面
面をｸﾞﾙｰﾌﾟ化 ﾒﾆｭｰﾊﾞｰから「New Entity」>「Group」>「Create」

fix

load

「fix」と「load」面をｸﾞﾙｰﾌﾟ化
fix： 固定
load：圧力を印加

Salomeにインポート
（step、sat、iges、brepがｲﾝﾎﾟｰﾄ可能）

Geometryﾓｰﾄﾞでsolidﾓﾃﾞﾙを定義（point, edge, face, volume）する

定義したい面をｸﾘｯｸ
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4. 具体的実施例
4-3. Meshﾓｼﾞｭｰﾙ（ﾒｯｼｭ作成）

ﾒｯｼｭの細かさを調整

でき上がったメッシュ

ﾒｯｼｭ作成は、
・Tetrahedron (GMS3D)
・Hexahedron (I,j,k)
・Netgen 1D-2D-3D
・Tetrahedron (Netgen)
・3D extrusion
・Projection 3D
・Radial Prism 3D
が選択できる。

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの「Mesh」「Create Mesh」を選択し、「Assign a set of hypotheses」をｸﾘｯｸ

細かい箇所は、細かく切ることも可能

Meshﾓｰﾄﾞでﾒｯｼｭ作成する
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4. 具体的実施例
4-4. Asterﾓｼﾞｭｰﾙ（解析ｺｰﾄﾞ作成→解析）

ｸﾘｯｸしてｳｲｻﾞｰﾄﾞ開始

材料定数の設定
E：ﾔﾝｸﾞ率
NU：ﾎﾟｱｿﾝ比

境界条件の設定

線形静的構造解析用solver

ｆix面の変位：各方向0
（fix面を固定）

ｌoad面の圧力：0.1

Aster Edit (Eficas)で解析ｺｰﾄﾞ確認

ｳｲｻﾞｰﾄﾞ終了後画面

ｳｲｻﾞｰﾄﾞに従って入力し、
解析ｺｰﾄﾞを作成

解析：右ｸﾘｯｸして、「Solve Code_Aster case」を
選択して解析

ｳｲｻﾞｰﾄﾞでは、限られた解析しかできないが、
解析ｺｰﾄﾞを編集する事で、それ以外の解析が可能 Asterﾓｰﾄﾞで解析ｺｰﾄﾞ作成し、実行する。

解析ｺｰﾄﾞを編集する事で、各種解析が可能
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4. 具体的実施例
4-5. その他の境界条件（変位・荷重）、その他解析（非線形など）

境界条件のｺｰﾄﾞ
解析用のSolver（確認したsolver）

線形温度解析THER_LINEAIRE

時刻歴応答DYNA_LINE_TRAN

周波数応答解析DYNA_LINE_HARM

非線形構造解析STAT_NON_LINE

線形構造解析MECA_STATIQUE

内容Solver名

この部分の設定を変更することで、各種境界
条件の設定が可能になる。 解析するsolverを変更することで、各種解析

が可能になってくる。

その他各種solverあり
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5. 解析結果（非線形・動解析）の事例
接触解析

接触

底面を固定

荷重を印加
弾塑性解析

変形前

変形後

接触・弾塑性解析

1/4ﾓﾃﾞﾙ

パンチ

ﾘﾍﾞｯﾄ

非締結材

初期 かしめ時 かしめ後

ﾘﾍﾞｯﾄをﾊﾟﾝﾁでつぶした後
パンチを上昇させる

周波数応答

周波数（Hz）

加
速
度
（
m

/s
2）

固定部を振動させたときの
先端部の周波数応答を計算

片持ちはりの周波数応答

過渡解析（時刻歴応答）

時間（s）

変
位
（
m

m
）

先端の端面に荷重を掛
けたときの変位を計算

変位の計算結果

非線形、動解析結果の事例をピックアップした
商用ｿﾌﾄに匹敵する性能
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6. まとめ

SalomeMecaは、GUIで操作でき、直感的に理解できる。
通常の構造解析（線形・非線形）であれば、解けてしまう実力を持っている。
解析用solver（Code_Aster）のドキュメントは、500MBに及び、
今回紹介した事例はホンの一部。（solverは多数あり）
根気と時間を掛ければ、無限の可能性が広がる。
ネックは、言葉。
基本的にドキュメントの類は、フランス語。
フランス語のドキュメントを英語に機械翻訳したドキュメント（500MB）があり、
これを参考にして解読した。
機械翻訳のため、インデントがずれて読みにくい。

＜SalomeMecaのその他の利用（ﾒｯｼｬとして利用）＞
SalomeMecaのｸﾞﾙｰﾌﾟ化（face、volumeをｸﾞﾙｰﾌﾟ化）の機能を利用して、ﾒｯｼｭを切り
UNV形式で保存することで、グループ化されたメッシュファイルが出来上がる。
UNV形式をFOAM形式に変換することで、Salome側で定義したface名、volume名が
OpenFOAM側に受け継がれ、patch名やfaceZone、cellZone（及びfaceSet、cellSet）
を名前付きで読み込むことができる。
SalomeMecaをOpenFOAMのメッシャとして利用できる。
→ 今は、この利用が多い。
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7. 付録（Code_Asterのコマンドリスト） 付 1/3
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